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今号より紙面を横書きに統一して、左開きに変更
しました。また、表紙の題字も変更しました。

　５月 10日（土）に総合福祉センターにおいて
議会報告会を開催し、28人の市民の方にご参
加いただきました。令和７年度予算の新規事業
を中心とした報告を行い、その後、意見交換を
行いました。
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令和７年第２回定例会に提出された議案等
事件
番号 件　　　　　名 内　　　　　容 審議結果

報　 告
第 ３ 号

専決処分の承認を求めることにつ
いて（高萩市市税条例の一部改正に
ついて）

地方税法等の一部改正に伴い、個人市民
税において特定親族特別控除の創設、軽
自動車税種別割の税率区分の見直し等を
行うもの。

原案承認
（全員賛成）

報　 告
第 ４ 号

専決処分の承認を求めることにつ
いて（高萩市都市計画税条例の一部
改正について）

地方税法等の一部改正に伴い、引用条項
ずれの整理を行うもの。 原案承認

（全員賛成）

報　 告
第 ５ 号

専決処分の承認を求めることにつ
いて（高萩市国民健康保険税条例の
一部改正について）

地方税法等の一部改正に伴い、国民健康
保険税の課税限度額の引上げ及び軽減判
定所得の見直し等を行うもの。

原案承認
（全員賛成）

報　 告
第 ６ 号

令和６年度高萩市一般会計予算継
続費繰越計算書について

第６次高萩市総合計画後期基本計画・第
３期高萩市創生総合戦略策定経費につい
て、継続費の翌年度への繰越額を報告す
るもの。

―

報　 告
第 ７ 号

令和６年度高萩市一般会計予算繰
越明許費繰越計算書について

情報化推進経費、住民税非課税世帯物価
等高騰対策支援経費、市道舗装改良事業
等について、翌年度への繰越額を報告す
るもの。

―

報　 告
第 ８ 号

令和６年度高萩市水道事業会計予
算繰越計算書について

配水管布設替工事等について、翌年度へ
の繰越額を報告するもの。 ―

議　 案
第 30 号

高萩市家庭的保育事業等の設備及
び運営に関する基準を定める条例
及び高萩市特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準等の一部改正に伴い、家庭的保育
事業者等が保育内容の支援に係る連携施
設（保育所・認定こども園又は幼稚園）
の確保が困難な場合には、同程度の規模
の事業者を連携協力者として確保するこ
とで連携施設の代わりとすることを可能
とする等の改正を行うもの。

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 31 号

高萩市特別職の職員で非常勤のも
のの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部改正について

国会議員の選挙等の執行経費の基準に関
する法律の一部改正に伴い、投票所の投
票管理者等の報酬額改定を行うもの。

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 32 号

高浜スポーツ広場グラウンド人工
芝整備工事請負契約の締結につい
て

地方自治法第 96 条第１項第５号等に基
き、高浜スポーツ広場グラウンド人工芝
整備工事の請負契約を締結するもの。
契約金額２億 2,704 万円。

原案可決
（賛成多数）

議　 案
第 33 号

令和７年度高萩市一般会計補正予
算（第１号）

歳入歳出予算に、356 万４千円を追加す
るもの。観光施設管理運営経費等の増。 原案可決

（全員賛成）

提出された議案等について、内容の詳細は、議会事務局で閲覧できます。
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議員賛否一覧（議案等に対して賛否の分かれたものを掲載）
○＝賛成（採択）　●＝反対（不採択）　退＝退席（棄権）　欠＝欠席
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議案第 32号 ○ 退 退 ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ● ○ ● ※ 原案
可決

※議長は可否同数の場合を除き、採決に加わりません。

今川　敏宏　議員
質問　内容を分かりやすく説明していただきたい
と思います。
健康福祉部長　待機児童の解消や児童が減少して
いる地域における保育基盤の維持を目的とした条
例であるが、国の基準において連携施設の確保要
件等が緩和されることから本条例の一部を改正す
る条例を制定したところであります。
質問　この改正によって、子供を預ける保護者と、
事業を行っている事業者にとって、どのような効
果が期待できるのか、またどういう影響が出てく
るのか。
健康福祉部長　改正の目的が、保育内容の支援に
係る連携施設の確保要件の緩和であることから、
事業者の負担軽減と保護者の就労機会の向上につ
ながるものと考えております。

藤橋　隼　議員
質問　高浜スポーツ広場の蒸気機関車解体に向け
て、長年保存に尽力してきた関係者への説明とそ
の経過、今後の対応について伺う。
産業建設部長　老朽化が進んでいることから、保
存活動を続けてきた団体より市に解体撤去を含む
検討要望があった。別の保存団体の協力を得て簡
易修繕を実施してきたが現在は著しく劣化してお

り、所有者と調整を行い無償譲渡を受けた上での
解体が望ましいと判断した。アスベストの含有が
懸念されるため、分析調査を実施する補正予算を
計上し、今後も関係者への説明を丁寧に行ってい
く。
質問　解体にあたって、装備品やプレートなど歴
史的価値のある部品を保存する視点で、解体費用
を算出する考えがあるか伺う。
産業建設部長　解体費用を算出する際には、他自
治体の例も参考にし、展示可能な貴重な部品があ
れば資料館での展示も検討する。

坪和　久男　議員
質問　高浜スポーツ広場蒸気機関車化学分析調査
委託料 200 万円の６月に補正する理由について
伺います。
産業建設部長　市民の安全安心や周辺環境への悪
影響などを考慮すると、劣化が著しい状態の蒸気
機関車を展示し続けるよりも、所有者であります
東日本旅客鉄道から無償贈与を受け解体撤去する
のが望ましいのではないかと考え、昨年来、所有
者と調整をしておりました。解体撤去費用を算出
するためには、前段としてアスベストの含有の有
無や、その量などを分析調査する必要があること
から、市民の安全安心や周辺環境への悪影響など
を考慮し、少しでも早く調査ができればと考え、
今定例会に御提案させていただいたところであり
ます。
質問　調査委託料の財源について伺います。
産業建設部長　国
や県における補助
制度等がないこと
から、本調査委託
料の財源につきま
しては市の一般財
源となります。

議案第30号
　高萩市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例及び高萩市特定教育・保
育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定
について

議案第33号
　令和７年度高萩市一般会計補正予算（第１号）

96 蒸気機関車

2025 年８月５日　（3）（第 184号）
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委員会審査報告

　６月 16日、当委員会に付託された議案２件、
陳情２件の審査を行った。

○議案第 31号　高萩市特別職の職員で非常勤
のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一
部改正について
問　選挙の立会人には、一日お願いする方と半
日お願いする方がいると思うが、その割合はど
うなっているか。また、期間の長い選挙の場合、
立会人が不足すると思うが、足りない場合はど
うしているのか。
答　投票立会人のうち当日の投票所の立会人は
すべて一日お願いしている。期日前投票所の立
会人は、一日の方のほうが半日の方より若干多
い。立会人が足りない場合は、市から打診して
依頼している。
〇議案第 33号　令和７年度高萩市一般会計補
正予算（第１号）
問　高浜スポーツ広場蒸気機関車化学分析調査

総務産業委員会 委託料 200万円の内訳について伺う。
答　内訳は、アスベストを含めた対象となる科
学物質の分析料（溶出試験 25項目、含有試験
14 項目）、それから検体の最終費用、諸経費
となっている。
問　蒸気機関車は、所有者のＪＲがアスベスト
調査した上で高萩市へ譲渡するべきではないの
か。
答　昭和 47年４月６日付で締結した当時の国
鉄との無償貸借契約において、移動、保存、修
理、管理、返還、その他一切の費用は、市の負
担とすることになっているので、今回、市にお
いて、解体に向けた事前の調査を実施する。
問　蒸気機関車を解体した後は、どのような処
分方法を考えているのか。また、解体した部品
は資源として売却するのか。
答　厚生労働省通知では、アスベストを含有す
る部品等は、適切に廃棄の上、販売しないこと
となっている。アスベストが含まれていない部
品等がある場合には、資料館も含め展示等を検
討していく。

〇議案第 33号　令和７年度高萩市一般会計補
正予算（第１号）
問　生活保護事務経費、生活保護システム改修
委託料 98万 6000円について伺う。
答　令和７年度の生活保護費の基準額の見直し
が、令和７年10月の生活保護費から適用され
ることから、９月末までにシステム改修をする
必要が生じ、今定例会で改修委託料の補正予算
を計上しました。基準額の見直しの内容につい
ては物価高騰の影響により、生活保護費でも令
和５年10月から特例加算として、保護者１人
当たり月額1000円を支給しておりましたが、
今回の見直しで、令和７年10月から500円引
き上げ、被保護者１人当たり月額1500円の特
例加算を支給するような内容となっています。
問　引き上げの対象になる人数はどのくらいに
なるのか伺う。
答　令和７年６月１日現在の被保護者数でお
答えいたします。被保護者数は 223名に対し、
引き上げの対象となる被保護者数は 169 名、
全体の 75．８％です。

　６月 13日、当委員会に付託された報告３件、
議案３件の審査を行った。

〇議案第 32号　高浜スポーツ広場グラウンド
人工芝整備工事請負契約の締結について
問　今回の契約工事の具体的な内容について伺
う。
答　工事内容は、サッカーコート 8840㎡をロ
ングパイルの人工芝敷設、アスファルトの舗装、
路盤リサイクル砕石の敷設、暗渠管や側溝排水
路、集水ます
の設置です。
その他電気設
備の地中配管
の設置等にな
ります。

文教厚生委員会

高浜スポーツ広場
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委員会審査報告

質問　茨城新聞に掲載された浸水対策センサーに
ついて伺います。
市民生活部長　令和７年度の国の実証実験の参加
が決定となったところであります。浸水センサー
を用いることでリアルタイムに浸水状況を把握で
きることから、避難情報発令及び通行規制の早期
の判断に有効であり、迅速な防災行動につなげら
れるものと考えております。
質問　設置の時期と場所と個数について伺います。
市民生活部長　設置の時期につきましては、現在、
国との調整において、７月下旬ごろを見込んでお
ります。設置の場所と個数につきましては、関根
川・竜子川合流点、松岡小学校前、玉川周辺の春
日町、高戸、肥前町地区のほか、高萩中学校前な
どに設置を予定しております。
質問　設置費用等はどのぐらいかかるのか伺いま
す。
市民生活部長　浸水センサー本体は５年間無償貸
与されるものであり、設置費用につきましては国
が負担することとなっております。市の負担とし
ましては、令和８年度以降、通信費のみ負担する
こととなります。
質問　市民への情報の発信はどのようにするのか
伺います。
市民生活部長　災害が予想される場合、市は対策
本部を立ち上げます。その会議において浸水セン
サーから得られた情報を基に、迅速に住民の避難
指示や通行規制を行うことが可能となります。避
難行動の促進、防災・減災効果の向上が期待でき
ることと考えております。

質問　現行の防災マップでは、玉川周辺が浸水想
定区域に入っていません。防災マップの改訂の概
要について伺います。
市民生活部長　茨城県が新たに指定した洪水浸水
想定区域図を反映させ、市が把握している令和５
年の台風 13号により浸水被害のあった大字高戸
地内の行人塚周辺地区についても反映させる予定
です。

質問　事業の概要と進捗状況について伺います。
産業建設部長　流域の再調査を行う業務で、現地
踏査、調査測量、流域分割界、計画高水、改修方
策の検討などです。現在、改修方策の検討作業を
進めている状況です。

質問　実際の玉川の改修工事の完成の予定を伺い
ます。
産業建設部長　河川の改修は大規模な事業費が見
込まれ、事業期間は長期にわたると想定しています。

質問　茨城県では、流域治水の取り組みを推進し
ており、関根川への調節池の整備、田んぼダムの
導入等を緊急対策としています。県と協議を重ね、
大規模な調節池と田んぼダムの整備が実現できる
よう取り組んでいただきたい。玉川を含む関根川
水系における高萩市の対応について伺います。
市長　県では、今年度、調節池について地元への
説明や基本設計にとりか
かる予定です。県の田ん
ぼダム促進対策事業につ
いては、県の担当者から
各地区の常設委員に田ん
ぼダムの仕組み等の説明
をしていただき、導入に
向け取り組んでいます。
関係各課情報共有の下、
事業の推進を図ります。

浸
※１
水対策センサーについて 防災マップ（大雨編）

� の改訂について

渡辺悦夫 議員 田所和雄 議員

準用河川玉川改修事業について

準用河川玉川の洪水対策と改修計画の
今後の予定について

準用河川玉川を含めた関根川水系にお
ける調節池と田んぼダムの検討について

※１…12ページの用語解説をご参照ください。

玉川（総合福祉センター付近）ガードレールの支柱に取付けた浸水センサー

浸水センサー

2025 年８月５日　（5）（第 184号）
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質問　人口減少が進む中、定住人口の増加は容易
でなく、まずは市の魅力を知ってもらう交流人口や
関係人口の拡大が必要と考えるが市の見解を問う。
産業建設部長　本市では「アウトドアのまち」と
しての認知向上を目指し、観光資源の活用や体験
型観光の推進に取り組んでいる。市ホームページ
やＳＮＳ、首都圏の商業施設やイベントでのＰＲ、
駅・空港でのパンフレット配布などにより、観光
誘客と交流人口の増加を図っている。今後もこう
した広報活動を継続する。
市民生活部長　関係人口の創出に向けて、高校や
大学との連携、地域体験型のイベント、地元特産
品を活かした取り組みを行っている。市外のフ
リーランス人材の協力によるウェブコンテンツ制
作なども進めており、国の「ふるさと住民制度」
にも注目している。地域との継続的関わりを通じ
た関係人口の拡大に今後も努める。
質問　ＳＮＳ発信の民間委託活用について
産業建設部長　観光情報ＳＮＳでは過去に民間委
託の実績がある。今後も他自治体の事例や効果を
調査し、インフルエンサー活用も含め、委託の可
能性を検討したい。
市長　ＳＮＳは重要な情報発信手段であり、委託
による専門性の活用には意義があると考える。一
方で、体制整備や成果の検証、トラブル対応など
の課題も踏まえ、引き続き調査研究を行う。

質問　介護現場の人手不足に対し、元気なシニア
世代の雇用を創出することで、介護助手として活
躍できる環境整備を求める。
健康福祉部長　いきいき応援
サポーター事業だけでなく、
高齢者が介護という職種に関
心を持てるよう介護人財の裾
野を広げられるような事業や
研修を行っていきたい。

質問　国の給食費無償化が実現した場合、市の助
成分を子ども宅食やアウトリーチ型の家庭支援へ
転用すべきではないか。
健康福祉部長　支援の裾野を広げていくために、
財源だけでなくマンパワーや関係機関の拡充等も
協議しながら事業導入について検討したい。
市長　引き続き「こども家庭センター」を中心に
アウトリーチ支援ができる体制を含め市全体で支
えていく体制づくりを検討する。

質問　民間提案を全庁で一元的に受け止める「渉
外相談窓口」の設置を提案する。
企画総務部長　庁内の情報共有と連携を強化し、
機会損失を防ぐ体制づくりを進めていく。

質問　地域活動の担い手が減少し防犯灯の管理負
担や不公平感も課題。検討の進捗を伺う。
企画総務部長　課題を認識している。地域の意見
等も踏まえ引き続き検討する。
市民生活部長　地域に合った方法で持続可能で協
力しやすい地域づくりを支援する新たな仕組みを
構築する。

ＳＮＳを活用した関係人口
等の拡大策について

シニア世代の活力と介護分
業化による人材確保対策に
ついて

大平　望 議員 藤橋　隼 議員

給食費無償化の国の動向を踏まえた子
供支援とア

※２
ウトリーチ施策の充実につ

いて

地域資源との連携を生かす渉外窓口の
整備とまちづくり戦略の整合性について

地域コミュニティ形成と防犯灯管理体
制の進捗状況について

※２…12ページの用語解説をご参照ください。

シニア人材の活力
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質問　公共施設等を含めて建築物の耐用年数とは
どういうふうに考えられていますか。
教育部長　鉄筋コンクリート造の場合、税法上の
耐用年数は 47年とされております。これは減価
償却費の計算に用いられる期間であり、実際の使
用可能年数とは異なります。実際の使用年数、す
なわち物理的耐用年数につきましては、文部科学
省が作成した学校施設の長寿命化計画策定に係る
手引によりますと、建物が適切な維持管理がなさ
れ、コンクリート及び鉄筋の強度が確保される場
合には、70年から 80年程度の使用が可能であ
るとされているところであります。

質問　計画延期の理由を説明してください。
教育部長　近年の建設資材価格及び人件費の急激
な上昇により、施設整備に要する費用は当初の想
定を大きく上回っております。このような状況に
加え、本市の厳しい財政状況の下では、直ちに計
画を実行に移すことは現実的に困難であり、見合
わせる判断をしました。
質問　そもそも新しい学校を造る必要がないん
じゃないか、今ある校舎を使って集約していけば
いいんじゃないかと思います。そうすれば土地の
お金も新築工事費もかからない、修繕費だけでい
けるはずなんです。子供数もどんどんこれから
減っていくのですから、十分集約できると思いま
す。
教育長　児童生徒数の減少と学校施設の老朽化、
さらには防災機能の強化といった教育現場を取り
巻く様々な課題に対応するために学校再編に着手
したところです。

質問　高萩市の終活サポート体制について伺いま
す。
健康福祉部長　終活について相談できる身近な相
談窓口は、高齢福祉課内にあります。
質問　終活相談コーナーの案内板の設置について
伺います。
健康福祉部長　終活相談コーナーがあることのＰ
Ｒや、来庁された方のスムーズな案内に有効であ
ると思いますので目につきやすい場所に分かりや
すい案内板等の掲示物を設置したいと考えており
ます。
質問　「高萩市伝言ノート」のデジタル化につい
て伺います。
健康福祉部長　これからの人
生を明確にし、周りの人に思
いを伝える媒体として十分活
用できる内容となっています
が、紙媒体のみであり、書く
手間や書き直す際の不便を感
じるとの声もありますので、
今後はいつでも修正できるよ
う、word などのデジタル化、電子媒体での提供
についても検討してまいります。

質問　高萩市の玄関口の一つである市道 1013
号線は桜の名所でもありましたが、現在は老朽化
が進んでいる一方、枝の張り出しや雑草の繁茂も
あり、人・自転車の通行にも支障が出ています。
街路樹等の管理状況について伺います。
産業建設部長　街路樹の枝打ちは、市道パトロー
ル及び市民や近隣企業などからの通報により樹木
の状況を把握し必要に応じて実施しています。歩
道等の草刈りの実施
は繁茂状況を把握し
必要に応じて職員等
による草刈りを実施
しています。

公共建築物の考え方
� について

高齢者の終活サポート事業
等について

今川敏宏 議員 坪和久男 議員

手綱工業団地内の市道 1013 号線の
街路樹等の管理について

小中学校統廃合について

市道 1013号線
手綱工業団地入口付近
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質問　子ども議会開催に対する本市の基本的な考
えて方について伺う。
企画総務部長　児童生徒による模擬議会を開催
し、市の将来や身近な問題について考え、一般質
問形式で質問及び要望を行うことにより、市政へ
の関心と議会の意味や仕組みへの理解を深め、子
供の主体性を育成する取組であると認識をしてい
る。平成29年まで４回にわたり開催していたが、
校長会との協議により、学校行事との調整が困難
であるため、現在は開催していない。
質問　他自治体の取組事例について伺う。
企画総務部長　県内では、10市町が開催してお
り、議場での一般質問形式を行っている。一方で、
15市町村が以前は開催していたが、当市と同様
の理由により、現在は開催していない。
質問　子どもの意見を反映する仕組みについて伺
う。
企画総務部長　市内小中学生の代表者が意見交換
を行う児童会、まちづくり勉強会において、高校
生に参加いただき、若い世代の意見を取り入れる
ことに努めている。
質問　子どもたちの提案を市政にどう生かすかに
ついて伺う。
市長　様々な場面において、子供を含めた幅広い
世代の意見を市政に反映できるように努めてまい
りました。例えば、市の各種計画策定時に、必要
に応じて若い世代の意見を聞くなど、本市の将来
を考える機会を設け、まちづくりへの関心や郷土
の愛着を高めるための機会を提供するとともに、
子供目線で見た市の課題及び意見を聴取し、市政
運営の参考としているところです。

質問　５歳児この時期は、言葉の理解度や社会性
が発達することから、こだわりが強い、協調性が
低いといった感情や行動の傾向を見ることで、発
達障害を発見しやすい重要なタイミングとされて
いる。こども家庭庁は、2025年度から５歳児健
診の全国的な普及に乗り出した。実施率を 2028
年度までに 100％にする目標が掲げられ早期に
障害がある子供を支援し、症状の改善につなげる
のが狙いである。本市においても様々な課題を整
理しながら、５歳児健診の早期に導入することに
ついて見解を伺う。
健康福祉部長　本市といたしましても必要性を認
識しているところでございますので、課題解決を
図りながら、５歳児健診の導入に向けて、検討し
てまいりたいと考えております。

質問　フランスで開発されたケア技法「ユ
※３
マニ

チュード」は、認知症の人の心の不安や混乱を和
らげる効果や、これまでケア拒否の改善や、介護
職員の離職低下にもつながるなど、一定の効果が
科学的にも報告されています。在宅介護を行う家
族や地域住民においても積極的に取り入れ、地域
に浸透させていく必要があると考えるが見解を伺
う。
健康福祉部長　様々な手法のよいところを参考に
して、引き続き、市民向け、各種団体向けの認知
症サポーター養成講座を実施してまいりたいと考
えております。また、その他、認知症の人に対す
る理解と接し方を啓発する機会においても周知し
てまいりたいと考えております。

子ども議会について ５歳児健診について

髙久聡至 議員 菊地正芳 議員

認知症対応について

※３…12ページの用語解説をご参照ください。
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質問　再整備の構想案には事業の具体的なスケ
ジュールが書かれていない。最終的にはいつ利用
開始できるようにするのか。
市長　今、具体的な期間は言えないが、東西自由
通路を含めた整備にはＪＲ東日本と協定締結が必
要であり、他市町村を参考にすると 10年以上先
となる。
質問　高萩以外の近隣の駅はほぼすべて橋上駅に
なっている。再整備を行う中で、高萩駅も橋上化
できるようＪＲとの協議は行われているのか。
企画総務部長　ＪＲ東日本からは高萩駅はホーム
が一つしかないことから橋上化は難しいと言われ
ている。
質問　基本構想のイメージでは駅前周辺の空店舗
や空地を利活用すると書いてあるが、いくつある
のか。それらは本当に利活用できるのか。
産業建設部長　空店舗は 11棟、空地は 35か所
を把握している。利用できるかどうかという把握
まではしていない。
質問　一つ一つのコンテナが一つの客室になって
いるコンテナホテル。けん引車による移送が可能
なため災害時には被災地に移動できるレスキュー
ホテルとして活用でき、災害協定を結んでいる自
治体もある。高萩市でもこのような協定を結びな
がら、平時にはビジネスホテルとして運用し、空
地利用の一つとして考えてはどうか。
市長　空地利用で民民とのやり取りで進めようと
して成立しなかった例もあるが、社会的備蓄にも
つながり、災害対策の強化にも有効であると認識
しており、協定の締結を現在検討中である。

高萩駅周辺地区再整備基本
構想について

吉川道隆 議員

　　　　　今川　敏宏　議員
当初予算の反対討論でも言いましたが、まず
は計画をしっかり示して、その計画が成り立
つのかどうか、議会や有識者の意見を伺いな
がら、進めるべき事業だと揺るぎありません。
　そうした推進経過が報告も無く、事業契約
なんて信じられませんし、あり得ません。
　たとえば建設工事では、ひとつの建築物を
造るために、多面的検討をするのが当たり前
です。その検討のため、考えられる経費を積
算しなければなりません。そうした積み重ね
によってひとつの建設物が造られて行くもの
です。
　事業は遊びではないことは重々理解されて
いると思いますが、市民の庶民の税金を１円
たりとも無駄にしないように、そのための
チェック機関である議会であるし、議員だと
いうことを、夢

む

寐
び

にも忘れてはならないと申
し上げて、討論を終わります。

反対

議案第 32号　高浜スポーツ広場グラウ
ンド人工芝整備工事請負契約の締結につ
いて

事件番号 件　　　　名 結　果
陳　情
第２号 市道舗装補修に関する陳情 採　択

陳　情
第３号

令和６年３月 25 日高萩市
と株式会社ウィザスとの間
で締結された「高萩市の地
域振興に関する協定」に関
する陳情書

不採択

請願・陳情の審議結果請願・陳情の審議結果

東西自由通路構想案のうちの１案
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高萩市議会では、５月 10日（土）午後２時から
高萩市総合福祉センター研修室において、令和７
年度議会報告会・意見交換会を開催しました。
当日は 28名の方にご参加いただきました。誠
にありがとうございました。
議会からの報告内容としては、はじめに、３月
定例会で市長から提出された令和７年度予算につ
いて、総務産業委員会委員長、文教厚生委員会副
委員長から、それぞれの委員会で審議された主な
審議内容について説明を行いました。次に、市民
の皆さんとの意見交換を行いました。意見交換の
中では、高浜スポーツ広場グラウンド人工芝整備
工事に関することや高萩市立義務教育学校施設整
備の計画に関することなどについて、意見交換を
行いました。

主な市民の皆さんからの質問・意見・要望につ
きましては、次のような内容です。
・玉川の拡幅工事と水害対策についての質問で
は、「玉川の拡幅は進んでいるのか」
・高浜スポーツ広場の整備事業に関する質問で
は、「なぜ既存の石滝サッカー場を払い下げた
のか」、「利用者への説明が不十分ではないか」、
「他スポーツ（野球等）利用者への代替整備計
画が不明瞭」、「２億６千万円だけでなく、将来
整備予定の駐車場等に３億円程度かかることを
市は明示すべき」との意見が寄せられました。
皆さまからいただきました意見や要望は今後の
議会活動に活かしてまいります。
なお、議会報告会の実施報告書は
議会ホームページからご覧になれ
ます。

委 員 会 視 察 報 告委 員 会 視 察 報 告

議  会  報  告  会

〇５月13日～ 15日
〇調査事項　観光振興について
【視察地】滋賀県近江八幡市
近江八幡市は、観光客数が 600 万人を超える
観光地である。その観光振興の取組は、行政主体
ではなく、民間の柔軟な発想と技術、市民意識の
高さを育成保持発展させながら、楽しんで取組を
行っていた。特に、近年注目されているＶＲ（バー
チャル・リアリティ）を活用した取組の「幻の安
土城」を再現したシアターが目を引いた。高萩市
としても龍子城を活用して何か出来ないか新たな
期待が膨らんだ。
〇調査事項　農業ＤＸ（デジタルトランスフォー
メーション）について
【視察地】兵庫県上郡町
上郡町は、農業が主産業の町であり、高齢化と
継承者減少の課題に真っ向から取り組んでいる。
取組としては、有機農法、スマート農業によって
持続可能性を確立しながら、農産品の特化と価
格、品質の向上を目指している。農業ＤＸは全国
的な課題であるが、農業は人が生きていく上で欠
かせない産業である
ので、面白く楽しく
儲かるという観点か
ら、農業の持続的展
開を進めていくこと
ができればよいと感
じた。

〇５月20日～ 22日
〇調査事項　議会広報について
【視察地】埼玉県戸田市、山梨県甲斐市
甲斐市と戸田市の議会広報紙は、「開かれた議
会」を目指し紙面・発信方法の洗練と市民参加の
強化に取り組んでいる。
甲斐市では 2020 年に市報をフルカラー 16
ページへ刷新し、リニューアルの際に親しみやす
さを重視し、「かい」をひらがな、「議会」をカタ
カナ表記に変更。ＡＩによるリアルタイム字幕・
インターネット中継・広告枠導入などアクセシビ
リティと財源多様化を追求。県広報コンクールで
優秀賞・最優秀賞を受賞している。
戸田市は令和５年度より、ポスティングにより
全世帯配布を開始、サイドブックス内にあるちい
き本棚へ掲載。2022年に「左開き・横書き」へ
リニューアルを実施、週刊誌風見出し等伝わりや
すい紙面設計ヘ刷新。市民モニターの採用、議会
見学ツアーやＳＮＳ連携、中学生との意見交換「と
だみらい会議」を通じて市民の関心を喚起。議会
改革と連動し、議論の可視化を重視している。

◇総務産業委員会◇ ◇議会広報委員会◇

兵庫県上郡町 戸田市役所
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議会日誌
８日　議会全員協議会
10日　議会報告会
13～15日
　　　総務産業委員会行政視察
20～22日
　　　議会広報委員会行政視察
20日　全国市議会議長会定例総会
28日　議会運営委員会
29日　議会全員協議会

６～19日
　　　第２回定例会
12日　議会全員協議会
19日　議会全員協議会
　　　議会広報委員会

１～３日
　　　文教厚生委員会行政視察
15日　議会広報委員会
23日　議会広報委員会
　　　議会全員協議会

ボランティアグループ
「高萩読みきかせグループ」
が音訳した『議会だより』を、
市ホームページから聞くこと
ができます。

声の広報声の広報
（議会だよりの音声版）（議会だよりの音声版）

政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に役立てるため必要な経費の一部として、議員に対して
交付されるものです。
高萩市議会議員には、政務活動費として、年度当初の４月に１年分 12万円（１人当たり月額１万円）

が交付されます。
各議員は、毎年収支報告書に領収書を添付して議長に提出し、残額は返還します。
なお、収支報告書は議会事務局で閲覧できます。

（単位：円）
項　目

氏　名

支　　　出　　　額 残　額
（戻入額）研修費 広報費 資料作成費 資料購入費 事務所費 合　計

大平 　望 90,000 30,000 120,000 0

畠山 結樹 0 120,000

髙久 聡至 63,400 63,400 56,600

藤橋 　隼 25,000 33,230 1,430 59,660 60,340

坪和 久男 6,726 42,423 49,149 70,851

渡辺 悦夫 59,687 45,000 104,687 15,313

我妻 康伸 0 120,000

八木 陽子 661 22,164 46,090 68,915 51,085

大森 要二 330 51,485 51,815 68,185

田所 和雄 96,740 96,740 23,260

菊地 正芳 5,901 60,340 66,241 53,759

吉川 道隆 120,000 120,000 0

今川 敏宏 42,000 42,000 78,000

寺岡 七郎 67,750 28,480 96,230 23,770

合　計 25,000 243,230 108,448 400,166 161,993 938,837 741,163

令和６年度政務活動費の支出状況令和６年度政務活動費の支出状況

５月 ６月

７月
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民 の 声市

令和７年第３回定例会（９月）予定
５日（金）本会議　議案上程
８日（月）本会議　一般質問
９日（火）本会議　一般質問
11日（木）本会議　議案質疑
12日（金）文教厚生委員会
16日（火）総務産業委員会
17日（水）決算特別委員会（総務産業所管分）
18日（木）決算特別委員会（文教厚生所管分）
19日（金）決算特別委員会（特別・企業会計）
22日（月）議会改革特別委員会
25日（木）本会議　採決

※開会中においても日程等が変更になるこ
とがあります。

この度は、市民の声に投稿する機会を頂き、
ありがとうございます。
私は 30代の主婦で、小学生の子供が 2人い
ます。
親と暮らしていた独身の頃は行政のことに関
心もなく、不便さも気づかずに暮らしていまし
た。
でも、結婚して家庭を持ち、出産・子育てを
する中で、行政の支えがどれだけ大切かを実感
するようになりました。
高萩市が給食費の物価高騰分を公費で負担し
てくれていること、中学校給食が無償になった
ことは本当にありがたいです。
でも、小学生の給食費も無償になったら、もっ
と多くの家庭が助かるはずです。物価高の中で
の毎月の支払いは正直つらいです。

高萩市在住　Ｅ・Ｆさん
それに、毎年暑さが厳しくなり、学校での熱
中症も心配です。
子どもが安心して学校に通え、親も安心して
働けるように…
これからも市民の声に耳を傾ける議会であっ
てほしいと願っています。

用　語　解　説

全国市議会議長会定例会及び茨城県市議会議長
会定例会において、寺岡七郎議長が正副議長在職
４年表彰、八木陽子議員が議員在職 15年表彰を
それぞれ受賞されました。

永年勤続議員表彰

議会において使われた用語（※印）について、解説
します。
※１　浸水対策センサー
浸水対策センサーは、道路、地下道、水路など

浸水が想定される場所に設置して、水に浸かること
で電波を発信して、浸水の状況を検知する装置です。
主に、河川の氾濫や大雨による浸水被害の状況をリ
アルタイムで把握し、迅速な避難や被害軽減に役立
てるために使用されます。
※２　アウトリーチ
福祉や相談の支援は「窓口に来た人」に対して行

われるが、誰に相談したらいいのか分からない、仕
事や家庭の事情で窓口に行く時間がない、「こんな

ことで相談してもいいのか」と遠慮してしまう等で、
支援を受けられずに困っている人が多くいる。そこ
で、「支援が必要そうな人に、行政や地域の人たち
から積極的に声をかけたり、訪ねたりする」取り組
みが生まれた。それが「アウトリーチ」です。
※３　ユマニチュード
　人間としての尊厳とその人らしさを大切にし、あ
なたを大切に思っています、あなたはここにいます
よというケアを行う、人の優しい気持ちを伝える技
法であるとともに、ポジティブな関係を構築するた
めのケアの哲学でもあります。こうしたことから、
ケアを必要とする全ての人が対象となるケア技法で
す。

（12）　 2025年８月５日 見やすく読み間違えにくいUD（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています。
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